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例大祭で賑わう浅間神社

　
千
葉
市
中
央
区
内
に
住
む

90歳
の
女
性
が
、
か
つ
て
入
所

し
た
こ
と
の
あ
る
中
央
区
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
、
男
性
職
員
か
ら
性
的
虐
待

を
受
け
て
い
た
と
、
こ
の
女
性

の
夫
か
ら
先
月
本
紙
に
訴
え

が
あ
っ
た
。

　
夫
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
女

性
は
平
成

27年
に
中
央
区
内

の
施
設
に
入
所
し
て
い
た
と

き
、
陰
部
か
ら
少
な
く
と
も
コ

ッ
プ
一
杯
程
度
の
出
血
が
あ

り
、市
立
青
葉
病
院
に
搬
送
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
当
時
の
医
師
の
診
断
で
は

原
因
は
は
っ
き
り
と
は
つ
か

め
ず
、
治
療
の
あ
と
経
過
観
察

す
る
こ
と
で
終
わ
っ
た
。

　
女
性
は
現
在
は
自
宅
に
戻

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
き
て
訪

ね
て
く
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か

ら
、
女
性
が
か
つ
て
入
所
し
て

い
た
施
設
で
５
年
前
に
男
性

職
員
か
ら
入
所
者
の
高
齢
女

性
が
性
的
虐
待
を
受
け
た
と

い
う
話
が
出
て
い
る
こ
と
を

女
性
の
夫
が
聞
か
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
夫
は
妻
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
い
た
ず
ら
さ
れ
た

事
実
を
認
め
た
と
い
う
。
夫
は

警
察
や
施
設
も
市
も
事
実
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い

と
訴
え
て
い
る
。

稲
毛
浅
間
神
社
の
夏
の
大

祭
は
、

7月

14日
（
火
）
前
夜

祭
と
例
大
祭
は

15日
（
水
）
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
７
月

14日
（
火
）は
午
後
５

時

30よ
り
前
夜
祭
・
祭
典
は
午

後
７
時
か
ら
歌
の
奉
納
は
神

楽
殿
に
て
奉
納
の
儀
式
が
あ

り
、
大
祭
は
７
月

15日
（
水
）

は
午
前

5時

30分
よ
り
拝
殿

開
殿
。
午
前

10時
か
ら
旧
家
川

島
宅
か
ら
稚
児
行
列
が
浅
間

通
り
を
練
り
歩
き
本
殿
に
向

か
い
御
祓
い
を
受
け
る
。

　
午
後

1時
か
ら
神
楽
殿
で

千
葉
県
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
十
二
座
神
楽
」

の
奉
納
。
午
後
５
時

30分
よ
り

神
楽
殿
で
町
内
婦
人
部
有
志

に
よ
る
「
江
戸
か
っ
ぽ
れ
」
が

奉
納
さ
れ
る
。
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
御
参
詣
下
さ
い
。

　
稲
毛
浅
間
神
社
の
住
所

（
千
葉
市
稲
毛
区
稲
毛

1～

15

～

10）
交
通
・
京
成
稲
毛
駅
よ

り
徒
歩

4分
・
Ｊ
Ｒ
稲
毛
駅
よ

り
徒
歩

15分
。
な
お
、

7月

14

日
・

15日
と
も
に
参
拝
者
駐
車

場
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
臨
時
駐
車
場
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
の
上
、
ご
参
拝
を
お
願

い
し
ま
す
。
※
お
問
合
せ
電

話
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7（
稲
毛
浅
間
神
社
）

　
「
田
」
や
「
畑
」
な
ど
の
農

地
を
、
資
材
置
場
や
駐
車
場
な

ど
に
使
う
場
合
は
原
則
と
し

て
市
町
村
の
農
業
委
員
会
に

「
農
地
転
用
許
可
」を
申
請
し
、

知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
不
動
産
登
記
簿

上
の
地
目
を
農
地
か
ら
農
地

以
外
の
地
目
に
変
更
で
き
れ

ば
、
農
地
で
は
な
く
な
る
こ
と

か
ら
農
地
転
用
許
可
申
請
の

必
要
が
な
く
な
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
登
記
簿
上
は
農

地
に
な
っ
て
い
る
土
地
で
あ

っ
て
も
現
況
が
農
地
で
は
な

い
と
判
断
で
き
る
役
所
が
複

数
存
在
し
、
異
な
る
判
断
が
出

さ
れ
る
こ
と
で
混
乱
が
広
が

っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
地
目
の

変
更
は
法
務
局
の
所
管
で
あ

る
と
こ
ろ
、
農
地
の
転
用
許
可

権
限
は
知
事
で
あ
り
、
窓
口
は

市
町
村
の
農
業
委
員
会
で
あ

る
。
農
地
法
で
は
、
農
地
を
保

全
す
る
た
め
に
厳
し
い
転
用

許
可
基
準
を
設
け
て
お
り
、
農

地
法
を
所
管
す
る
農
業
委
員

会
は
農
地
を
守
る
立
場
で
判

断
を
す
る
か
ら
、
農
地
転
用
許

可
の
申
請
に
も
地
目
変
更
に

も
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と

が
多
い
。
法
務
局
は
農
地
の
地

目
変
更
の
申
請
が
あ
っ
た

際
、
農
地
法
と
は
無
関
係
に
判

断
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
農

地
法
を
無
視
す
る
地
目
変
更

を
阻
止
す
る
た
め
、
地
目
変
更

の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
農
業

委
員
会
に
意
見
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
農
業
委
員
会

が
「
農
地
で
あ
る
」
と
回
答
す

れ
ば
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
多

い
。
そ
こ
に
固
定
資
産
税
が
関

係
し
て
く
る
か
ら
厄
介
だ
。
固

定
資
産
税
は
、
登
記
簿
上
の
地

目
で
は
な
く
、
現
況
地
目
で
課

税
す
る
仕
組
み
だ
。
農
地
で
は

非
課
税
に
な
る
よ
う
な
土
地

で
も
、
家
が
立
っ
て
い
る
場
合

は
宅
地
と
し
て
課
税
し
、
駐
車

場
や
資
材
置
場
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
雑
種
地
と
し
て
課

税
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
国
の
判
断
は
分

か
れ
て
い
な
い
。
法
務
局
を
所

管
す
る
法
務
省
も
、
農
業
委
員

会
を
所
管
す
る
農
林
水
産
省

も
、
固
定
資
産
税
を
所
管
す
る

総
務
省
も
、
農
地
で
は
な
い
こ

と
の
判
断
基
準
は
同
一
で
あ

る
の
に
、
異
な
る
判
断
が
横
行

し
て
い
る
の
は
問
題
だ
。

　
農
地
を
守
る
の
が
仕
事
の

農
業
委
員
会
は
転
用
や
地
目

変
更
を
認
め
た
が
ら
ず
、
税
収

を
上
げ
た
い
課
税
部
門
は
積

極
的
に
農
地
で
は
な
い
認
定

を
し
て
課
税
を
強
化
す
る
の

が
常
だ
。
固
定
資
産
の
評
価
証

明
書
を
み
る
と
、
「
登
記
簿
上

は
田
、
現
況
は
宅
地
」
な
ど
と

記
載
さ
れ
て
い
る
く
ら
い

だ
。
数
十
年
以
上
耕
作
が
放
棄

さ
れ
た
ま
ま
で
、
と
て
も
農
地

と
は
い
え
な
い
土
地
に
対
し

て
判
断
が
分
か
れ
る
と
、
農
業

者
で
は
な
い
相
続
人
が
ど
う

に
も
処
分
で
き
ず
、
結
局
そ
の

ま
ま
の
荒
れ
放
題
の
状
態
で

放
置
が
続
く
こ
と
に
な
る
か

ら
、
対
応
の
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
が
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所

の
恣
意
的
な
判
断
は
な
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

家
内
安
全
・
安
産
子
育
て
夏
の
大
祭
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今
年
も
本
格
的
な
暑
さ
が
や

っ
て
き
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
光

熱
費
の
節
電
に
イ
ン
プ
ラ
ス

（
二
重
サ
ッ
シ
）が
お
ス
ス
メ
で

す
。
部
屋
の
暑
さ
は
窓
を
通
し

て
侵
入
し
ま
す
。

　
暑
が
り
の
人
に
は
二
重
サ
ッ

シ
が
お
勧
め
で
す
。

　
イ
ン
プ
ラ
ス
サ
ッ
シ
は
今
あ

る
窓
の
内
側
に
樹
脂
の
内
窓
を

付
け
て
暑
い
外
気
を
遮
断
。
光

熱
費
が
節
約
で
き
ま
す
。

　
施
工
さ
れ
た
お
客
様
は
満
足

度
が
高
く
、
増
設
の
発
注
も
数

多
く
で
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
か

ら
、
春
の
快
適
さ
で
過
ご
し
た

い
暑
が
り
屋
の
方
は
マ
イ
ケ
ン

に
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
出
張
相
談
、
見
積
も
り
は
無

料
で
す
。

　
社
長
の
ひ
と
り
言

　
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も

一
段
落
し
て
通
常
生
活
ま
で
は

行
き
ま
せ
ん
が
家
に
い
る
時
間

が
続
き
ま
し
た
が
や
っ
と
閉
塞

感
が
薄
ら
い
で
き
ま
し
た
。

　
さ
あ
久
し
振
り
に
出
か
け
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
あ
れ
？
ど

こ
に
行
こ
う
か
と
思
っ
て
も
出

か
け
る
と
こ
ろ
が
思
い
つ
き
ま

せ
ん
。
家
に
い
る
事
に
慣
れ
て

し
ま
い
出
か
け
る
気
持
ち
に
な

り
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
た
生
活

も
こ
れ
も
ま
た
良
し
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
無
駄
な
お
金
を

使
わ
ず
に
済
み
そ
う
で
す
。

※
連
絡
先
・
千
葉
市
稲
毛
区
小

中
台
町
一
二
○
一
～
一
四

℡
０
４
３
・
２
０
７
・
７
１
２
２

住
ま
い
の
救
急
社
！

地
元
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
店

（
有
）
マ
イ
ケ
ン

　
検
見
川
神
社
の
例
祭
・
名

物
の
ほ
お
づ
き
市
が
今
年
も

例
年
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
例
祭
は

8月

1日
（
月
）か

ら

3日
（
土
）の
夜
の
還
幸
祭

ま
で
多
く
の
祭
典
・
行
事
が

例
年
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
例
祭
期
間
中
は
、
神
輿
が

繰
り
出
し
、
町
内
氏
子
地
域

を
巡
る
神
輿
渡
御
が
行
わ

れ
、
境
内
に
は
近
隣
町
内
会

に
は
多
く
の
出
店
が
並
び
、

山
車
の
上
で
は
お
囃
子
の
演

奏
、
子
供
神
輿
、検
見
川
小
児

童
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

　
例
祭
期
間
中
、
境
内
で
は

夏
の
風
物
詩
「
ほ
お
づ
き
市
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ほ
お
づ
き
鉢

が
並
べ
ら
れ
、
境
内
に
飾
り

付
け
ら
れ
た
赤
い
提
灯
な
ど

昔
な
が
ら
の
情
緒
を
漂
わ
せ

ま
す
。
家
族
お
そ
ろ
い
で
参

詣
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

0

4

3・

2
7
3・

0
0
0
1。

本
格
的
な
暑
さ
の
対
策

高
齢
女
性
に
性
的
虐
待
か

漏
っ
た
・
詰
っ
た
・
壊
れ
た
も
笑
顔
で
参
上
。

被
害
女
性
の
夫
の
訴
え

稲毛浅間神社の例大祭は

7月

14日（火）

･
15日（水）

ときや不動産
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株式

会社

誠実をモットーに地域社会に奉仕する

　
千
葉
テ
レ
ビ
で
毎
週
日
曜

日
正
午
か
ら
放
送
し
て
い
る

情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
「
お

昼
の
快
傑

!
T
V」

に
本
紙

エ
ッ
セ
イ
で
お
な
じ
み
の
吉

成
庸
子
さ
ん
が

6月
の
放
送

か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出

演
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
市
川
市
選
出
の
県
議
会
議

員
の
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
プ

リ
テ
ィ
長
嶋
氏
と
と
も
に
県

内
の
各
地
を
回
り
案
内
役
を

務
め
ま
す
。

　
吉
成
庸
子
さ
ん
と
プ
リ
テ

ィ
長
嶋
氏
は
番
組
内

の
コ
ー
ナ
ー
「
怪
傑

パ
ワ
ー
ズ
」
で
毎
月

県
内
の
市
町
村
を
回

り
、
各
首
長
の
コ
メ

ン
ト
と
と
も
に
地
域

内
の
魅
力
を
発
掘
し

て
い
く
と
い
う
番
組

で
す
。

　
７
月
は
稲
毛
区
の

浅
間
神
社
な
ど
を
訪

問
し
収
録
す
る
。

　
こ
の
番
組
は
６
月
か
ら
放

送
さ
れ
て
い
る
が
、吉
成
さ
ん

は「
ど
こ
の
首
長
さ
ん
も
一
所

懸
命
で
心
を
打
た
れ
る
。千
葉

県
に
は
、ま
だ
ま
だ
私
も
知
ら

な
か
っ
た
素
晴
ら
し
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
番
組
か
ら

明
る
さ
を
世
界
に
向
け
て
発

信
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

　
ど
う
ぞ
皆
様
、
７
月
５
日

（
日
）の
正
午
か
ら

30分
ま
で
、

千
葉
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

法
務
局
・
農
業
委
員
会
・
市
税
部
局
で
異
な
る
判
断

検
見
川
神
社
例
祭
・
ほ
お
づ
き
市

今
年
の

8月

1日
（
土
）～３

日
（
月
）
ま
で

県
内
の
魅
力
を
発
掘
・
発
信

吉
成
さ
ん
が
千
葉テ
レ
ビ
「
怪
傑

!
T
V」

に
出
演

プリティ長嶋氏と吉成庸子さん

農
地
転
用
の
不
可
解

会員登録 （無料）で

祭壇一式20%割引あり
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　JR新検見川駅より徒歩4分
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安心価格！雅の家族葬

鎌ケ谷市・元稲毛小校長
島津幸生

香
港
の
悲
哀

随想

　
我
国
の
国
内
の
金
融
資
産

は
約

3

8

0

0兆
円
も
あ

り
、
海
外
に
持
つ
金
融
資
産
は

1
2
0
0兆

円
あ
っ
て
合
計

す
る
と
約

5
0
0
0兆

円
に

な
る
。
国
内
の

3
8
0
0兆

円

の
内

2
0
0
0兆

円
は
民
間

が
持
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
大
企
業
の
内
部

留
保
金
は

5
0
0兆

円
以
上

あ
る
。
政
府
の
借
金
で
あ
る
国

債
発
行
残
高
は
約

1
2
0
0

兆
円
。

1
2
0
0兆

円
の
国
債

を
日
銀
は

5
0
0兆

円
買
っ

て
い
る
。
日
銀
が

5
0
0兆

円

政
府
に
貸
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
国
債
残
高

1
2
0
0兆

円

ー
日
銀
貸
付

5
0
0兆

円
＝

7
0
0兆

円
で
政
府
の
借
金

は

7
0
0兆

円
に
減
っ
た
。
　

政
府
の
子
会
社
で
あ
る
日
銀

は
円
を
発
行
し
て
政
府
の
借

金

5
0
0兆

円
返
済
し
た
の

で
、

5
0
0兆

円
の
借
金
を
日

銀
が
抱
え
た
。

　
す
る
と
日
銀
の
借
金
が
増

え
、
債
務
超
過
に
な
り
日
銀
が

破
産
す
る
と
言
う
連
中
が
巷

に
あ
ふ
れ
出
す
。
こ
れ
は
唯
物

論
で
通
貨
を
金
銀
の
物
質
と

し
て
し
か
見
な
い
新
古
典
派

経
済
学
で
あ
る
。

　
日
銀
は

1万
円
発
行
す
れ

ば
国
民
に
た
い
し

1万
円
の

負
債
と

1万
円
の
現
金
を
持

つ
。

1万
円
を
受
け
取
っ
た
国

民
は

1万
円
の
債
権
を
持

つ
。
日
銀
が
円
を
発
行
出
来
る

の
は
金
銀
が
あ
る
か
ら
と
金

本
位
制
論
者
は
主
張
し
、
多
く

の
国
民
も
そ
う
思
っ
て
い
る
。

　
日
銀
が
円
を
発
行
出
来
る

の
は
国
に
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
供
給
能
力
が
あ
る

か
ら
で
、
も
し
な
け
れ
ば
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
（
年
間

1
3
0

倍
）
と
言
う
悪
性
イ
ン
フ
レ
に

な
る
。

　
世
間
が
問
題
視
す
る

1
2

0
0兆

円
の
政
府
の
借
金
は

誰
が
貸
し
た
の
か
？
日
銀
と

国
民
が
貸
し
た
。
約
半
分
は
日

銀
が
貸
し
、
残
り
半
分
は
金
融

機
関
が
貸
し
た
。

　
日
銀
も
金
融
機
関
も
国
民

の
も
の
で
あ
る
。

　
政
府
の
貸
借
対
照
表
で
表

す
と
貸
方
に
借
金

1
2
0
0

兆
円
、
借
方
に

1
2
0
0兆

円

の
現
金
と
記
載
す
る
。

　
政
府
が
国
債
を
発
行
す
れ

ば
現
金
を
持
ち
、
そ
の
現
金
で

政
府
は
役
人
、
議
員
に
給
料
を

支
払
い
公
共
投
資
、
技
術
投
資

で
国
民
は
豊
に
な
る
。

　
国
の
予
算
の
財
源
を
財
務

省
に
聞
く
と
税
金
と
答
え

た
。
税
金
は
来
年

3月
に
決
ま

り
、
渋
々
国
債
発
行
と
答
え

た
。
が
正
式
に
は
税
金
と
ウ
ソ

を
言
い
続
け
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
政
府
は
予

算
を
国
債
発
行
で
約

32兆
円

増
や
し
た
。
国
は
赤
字
だ
が
国

民
は

32兆
円
の
黒
字
。
現
在
は

1
9
2
9年

の
世
界
大
恐
慌

と
同
じ
で
、
政
府
の
仕
事
は
国

家
予
算
を

2
0
0兆

円
に
し

て
国
民
を
黒
字
に
す
る
こ
と
。

　
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が
大
恐

慌
を
解
決
し
た
で
は
な
い

か
。
し
か
る
に
国
民
を
赤
字
に

す
る
消
費
増
税
と
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
黒
字
化
を
続
行
す
る
安

倍
首
相
や
黒
字
化
に
賛
成
す

る
野
党
は
民
主
主
義
の
敵

だ
。
救
世
主
が
現
れ
た
。

　
京
都
選
出
の
自
民
党
安
藤

裕
議
員
で
あ
る
。

　
彼
は
政
府
の
赤
字
は
国
民

の
黒
字
と
国
会
で
主
張
し

た
。
同
調
者
は

10名
ぐ
ら
い
の

少
数
で
あ
る
。
国
民
は
安
藤
裕

議
員
を
応
援
し
、
総
理
大
臣
に

し
て
国
民
を
黒
字
に
す
る
べ

き
だ
。

　

31年
間
増
税
の
連
続
で
日

本
だ
け
成
長
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
伊
藤
隆
敏
、伊
藤
元
重
、

吉
川
洋
も
と
東
大
教
授
。
土
居

丈
朗
慶
大
教
授
、
浦
田
秀
次
郎

早
大
教
授
、
斎
藤
誠
一
一
橋
大

教
授
、
大
竹
文
雄
大
阪
大
教

授
、
八
代
尚
宏
国
際
基
督
教
大

教
授
、
小
黒
一
正
法
大
教
授
が

消
費
増
税
で
国
民
を
赤
字
に

す
る
反
民
主
主
義
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
日
経
、

産
経
は
消
費
増
税
賛
成
で
、
国

民
を
赤
字
に
す
る
。

　
特
に
朝
日
の
原
真
人
、
池
上

彰
、
月
刊
ハ
ナ
ダ
の
花
田
紀

凱
は
国
民
を
赤
字
に
す
る
安

倍
首
相
と
同
じ
で
あ
る
。
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香
港
に
行
っ
た
の
は
今
か

ら

49年
前
、
昭
和

46年
（

1
9

7
1年

）
の
こ
と
で
あ
る
。
当

時
、
日
本
交
通
公
社
（
今
の

J

T
B）

ル
ッ
ク
ラ
イ
ト
香
港
・

マ
カ
オ
ツ
ア
ー

3泊

4日
、

50

人
近
い
団
体
で
費
用
は
給
料

が

6万
円
の
時
代
、

11万

7千

円
＋
飛
行
場
使
用
料

1
0
5

0円
で
あ
っ
た
。

　
前
年
に
韓
国
、
そ
の
前
に
台

湾
を
巡
っ
て
い
る
が
言
葉
の

問
題
が
あ
り
、
と
て
も
ひ
と
り

で
は
巡
る
の
は
無
理
そ
う
な

の
で
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
こ
と

に
し
た
が
、
私
の
よ
う
な
ひ
と

り
の
参
加
は
他
に

2人
し
か

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
け
っ

こ
う
楽
し
か
っ
た
。

　
香
江
は
昔
、
船
が
嵐
を
避
け

て
寄
港
し
憩
い
を
求
め
、
ま
た

水
を
補
給
し
た
の
で
香
ぐ
わ

し
き
入
り
江
、
香
江
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
た
が
、
弱
い
と
み

れ
ば
難
題
を
ふ
っ
か
け
む
り
に

お
こ
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
に
よ

る
ア
ヘ
ン
戦
争
（

1
8
4
0年

・
天
保

11年
）
の
ち
の
南
京
条

約
（

1
8
4
2年

）
で
英
国
の

植
民
地
と
な
り
香
港
と
改
称

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
英
国

に
よ
り
港
湾
設
備
が
施
さ
れ

自
由
港
と
し
て
今
日
ま
で
の

発
展
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
。
香
港
は
亜
熱
帯
で
快
適

に
感
じ
る
気
温
で
ブ
ラ
ジ
ル

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
イ
タ

リ
ア
の
ナ
ポ
リ
と
共
に
世
界

三
大
美
港
の
ひ
と
つ
に
数
え

ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
中
国
は

清
と
呼
ば
れ
そ
の
後
の
内
乱

状
態
で
中
華
民
国
政
府
が
樹

立
さ
れ
た
が
中
国
共
産
党
軍

に
負
け
て
台
湾
に
逃
げ
込
ん

で
、
現
在
中
国
共
産
党
支
配
の

中
華
人
民
共
和
国
に
返
還
さ

れ
一
国
二
制
度
の
も
と
香
港

の
人
々
に
は
自
由
が
保
障
さ

れ
て
い
る
筈
だ
。

　
あ
ま
り
昔
の
こ
と
な
の
で

お
ぼ
え
て
い
る
こ
と
は
す
く
な

い
が
、
ア
ル
バ
ム
で
見
る
限
り

自
分
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
の

は
カ
ラ
ー
だ
が
、
現
地
の
カ
メ

ラ
マ
ン
は
白
黒
で
、
記
念
に
は

っ
て
あ
る
切
手
の
英
女
王
は

若
く
、
乗
っ
た
マ
カ
オ
ま
で
の

船
に
は
イ
ギ
リ
ス
国
旗
の
つ

い
た
香
港
の
旗
が
写
っ
て
い

る
ま
た
中
国
共
産
党
に
追
わ

れ
て
逃
げ
て
き
た
人
々
の
難

民
ア
パ
ー
ト
が
観
光
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
た
。
な
お
ア
ル
バ

ム
に
は
さ
ま
っ
て
い
た
当
時

の
新
聞
（
朝
日
昭
和

44年

9月

14日
）
に
は
蛋
民（
た
ん
み
ん
）

と
呼
ば
れ
る
香
港
の
水
上
生

活
者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
の

香
港
で
香
港
当
局
が
昨
年

4

月
逃
亡
犯
条
例
改
正
を
表

明
、
以
降
抑
圧
が
続
い
て
い

る
。
デ
モ
等
に
よ
る
内
容
に
つ

い
て
は
新
聞
で
知
る
こ
と
し

か
出
来
な
い
が
、
住
ん
で
い
る

人
々
は
も
し
中
国
に
ひ
き
わ
た

さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
わ
か

っ
て
い
る
の
だ
。

　
私
ご
と
き
が
書
く
内
容
で

は
な
い
が
、
先
日

N
H
Kの

「
世
界
は
今
」
で
、
武
漢
の
市

場
で
売
っ
て
い
る
野
生
コ
ー

モ
リ
が
コ
ロ
ナ
の
原
因
と
し

て
い
る
中
国
の
発
表
に
つ
い

て
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
と
結

論
を
出
し
て
い
る
。
日
本
の
尖

閣
領
海
外
側
の
接
続
水
域
に

対
す
る
連
続
の
徘
徊
と
領
海

侵
入
。
テ
レ
ビ
で
中
国
国
内
の

看
板
に
（
ア
メ
リ
カ
ざ
ま
ぁ
み

ろ
、
日
本
も
っ
と
広
ま
れ
）
が

あ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　
香
港
の
悲
哀
が
い
つ
か
日

本
の
悲
哀
に
な
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

主　張

政
府
の
赤
字
は
国
民
の
黒
字
で
あ
る

稲
毛
新
聞
論
説
員
　
入
野
守
雄

　
戦
後
復
興
都
市
計
画
の
一

環
と
し
て
千
葉
市
に
川
崎
製

鉄
が
誘
致
さ
れ
た
と
き
、そ
の

幹
部
か
ら
招
へ
い
さ
れ
、
川
崎

製
鉄
の
社
員
と
な
っ
て
働
い

た
の
が
俊
雄
の
父
で
あ
っ

た
。俊
雄
は
５
人
兄
弟
の
長
男

と
し
て
う
ま
れ
、い
ま
の
中
央

区
仁
戸
名
で
育
っ
て
い
っ

た
。
俊
雄
は
と
に
か
く
勉
強
が

嫌
い
で
あ
っ
た
。
ひ
と
た
び
家

を
出
る
と
帰
っ
て
こ
な
い
こ

と
は
ザ
ラ
で
、
先
行
き
を
案
じ

た
父
親
の
意
向
で
、先
生
の
家

に
寄
宿
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
先
生
の
お
宅

に
は
小
さ
な
子
供
が
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
快
く
受
け
い
れ

て
く
れ
た
と
い
う
。
と
に
か
く

親
に
心
配
を
か
け
通
し
だ
っ

た
俊
雄
だ
が
、
俊
雄
が
遊
び
に

出
た
っ
き
り
帰
っ
て
こ
な
い

こ
と
を
心
配
す
る
母
が
、
外
に

出
た
俊
雄
に
ず
っ
と
付
き
添

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
か
ら
、
札
付
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
優
し
い
母

が
俊
雄
に
絶
対
に
許
さ
な
か

っ
た
の
が
「
悪
口
を
言
う
こ

と
」
だ
っ
た
。

　
叩
か
れ
た
り
怒
鳴
ら
れ
た

り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

い
う
が
、
穏
や
か
に
「
人
の
悪

口
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

諭
し
て
い
た
。
現
に
俊
雄
は
、

両
親
か
ら
他
人
様
の
悪
口
を

聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
。
今
の
俊
雄
の
や
さ
し
さ
に

つ
な
が
る
根
源
で
あ
り
、
俊
雄

に
と
っ
て
両
親
に
関
す
る
最

大
の
思
い
出
で
あ
る
。
母
の
存

在
が
今
の
俊
雄
を
作
り
上
げ

た
と
俊
雄
は
感
じ
て
い
る
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
す
　

俊
雄
は
も
と
も
と
飛
行
機

乗
り
を
目
指
す
航
空
少
年
で

あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
俊
雄
は
一

時
、
外
交
官
を
目
指
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
世
界
中
に
難
民
や

困
窮
す
る
民
族
が
多
い
こ
と

に
触
れ
、
な
ん
と
か
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
外
国
語
を
修

め
よ
う
と
、
一
旦
は
上
智
大
学

に
入
学
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
飛
行
機
に
対
す

る
思
い
は
募
る
ば
か
り
。
思
い

を
捨
て
き
れ
ず
で
、
結
局
せ
っ

か
く
入
学
し
た
上
智
大
学
を

退
学
し
、
法
政
大
学
に
入
り
な

お
す
と
い
う
離
れ
業
を
演
じ

て
い
る
。
法
政
大
学
に
は
航
空

機
に
関
す
る
専
攻
科
が
あ
っ

た
か
ら
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
選
択
が
、
俊

雄
の
運
命
を
大
き
く
変
え
る

こ
と
に
な
る
と
は
、
当
の
俊
雄

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　
俊
雄
の
家
庭
は
決
し
て
裕

福
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
ほ
ど
な
く
し
て
俊
雄

は
学
費
と
家
計
を
助
け
る
た

め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
牛
乳
配

達
で
あ
っ
た
。

　
俊
雄
は
明
治
牛
乳
の
配
達

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
。
運

転
免
許
を
持
っ
て
い
た
か
ら

重
宝
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
近
所
に
母
娘
ふ
た
り
だ
け

で
や
っ
て
い
た
雪
印
牛
乳
の

販
売
店
が
あ
る
こ
と
を
俊
雄

は
知
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
、

そ
の
母
親
が
俊
雄
を
訪
ね
て

き
た
。
「
う
ち
は
女
二
人
だ
け

だ
し
免
許
持
っ
て
る
人
も
い

な
い
。
手
伝
っ
て
も
ら
え
な
い

だ
ろ
う
か
…
」
。
頼
ま
れ
る
と

断
れ
な
い
俊
雄
は
明
治
か
ら

雪
印
に
代
わ
る
が
、
こ
の
母
娘

と
の
出
会
い
が
俊
雄
の
将
来

を
変
え
た
。
俊
雄
は
単
な
る
配

達
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
営

業
し
て
回
っ
た
。
俊
雄
の
難
し

く
考
え
な
い
性
格
と
明
る
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
顧
客
を
ど

ん
ど
ん
増
や
し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
中
に
、
の
ち
に
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
る
薬
局
経
営
者
の
親

族
の
家
が
あ
っ
た
の
は
奇
縁

だ
っ
た
。
俊
雄
が
起
こ
す
の
ち

の
事
業
に
深
く
か
か
わ
っ
て

く
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ

れ
は
次
号
以
降
で
触
れ
る
こ

と
に
す
る
。

　
業
績
を
伸
ば
し
た
こ
の
雪

印
牛
乳
の
販
売
店
は
数
年

後
、
経
営
を
元
請
店
が

引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
俊
雄
が

参
画
し
て
お
お
き
く
な
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
店
を
た
た
む

こ
と
で
終
わ
っ
た
か
も
し
れ

な
か
っ
た
と
俊
雄
は
回
顧
し

て
い
る
。
こ
の
雪
印
牛
乳
の
販

売
店
が
俊
雄
の
人
生
に

直
接

影
響
し
た
こ
と
が
も
う
一
つ

あ
る
。
こ
の
牛
乳
販
売
店
の
娘

は
俊
雄
よ
り
は

何
歳
か
年
長

で
あ
っ
た
が
、
販
売
店
の
経
営

を
手
伝
っ
た
こ
と
が
縁
と
な

り
、
俊
雄
は
の
ち
に
こ
の
娘
を

妻
に

迎
え
て
い
る
。

　
現
在
も
仲
睦
ま
じ
く
、
二
人

三
脚
で
様
々
な
活
動
を
続
け

て
い
る
。
　

（
つ
づ
く
）

千
葉
の
近
代
史
を
創
っ
た
男
の
話
②

転
機
と
な
っ
た
牛
乳
配
達

新
・
連
載

武
田
弥
太
郎

パイロットを目指していたころの俊雄少年。（左）


